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研究成果の概要（和文）：本研究は 1910-1929 年間における音楽雑誌を調査し、「前衛音楽」が

どのように表象され、「フランス音楽の発展」という見地からどのように評価されたのかを明ら

かにする。当時の音楽批評においては、西洋音楽史におけるフランス音楽の優位性を希求する

傾向がみられる。それゆえ、革新的な音楽語法を追究する「前衛音楽」の動向に多大なる関心

を寄せ、フランス音楽の発展を正当化すべくフランスにおける「前衛音楽」を評価しようとい

う意図が見てとれる。 

 
研究成果の概要（英文）：This project investigates musical criticism between 1910-1929 in 

order to clarify how musial periodicals described “avant-garde music” and what they 

evaluated in the context of the “Evolution of French Music” at that time.At that time, 

critics desired to demonstrate the supremacy of France in the history of western music. To 

achieve that goal, they attracted attention to “avant-garde music”, sought the innovation of 

langage musical in Paris, and intended to authorize the evolution of French music. 
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１．研究開始当初の背景 

西洋音楽史研究において、「前衛音楽」と
はもっぱら第二次世界大戦（WWII）後の音楽
を指し、第一次大戦（WWI）前後のいわゆる
「歴史的前衛音楽」には関心が払われなかっ
た。しかし、「前衛音楽」という概念が成立
したのは WWI 後のことで、特に 1920 年代
は「前衛音楽」が推進された重要な年代であ
り、音楽史学的観点から当時の状況を検証す

ることには大いに意義がある。 
1920年代の「前衛音楽」に関しては、従来

オーストリアにおけるシェーンベルクによ
る無調および十二音技法のみが注目されて
きた。これは当時のフランスについて、先行
研究で新古典主義という認識が定着してい
たことにも起因する。だが、WWII 後に前衛
音楽の中枢となったダルムシュタット現代
音楽講習会の第 1 回では 1920 年代フラン
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スの前衛的音楽語法として多調性が取り上
げられており、歴史的重要性は高いといえる。 
 
２．研究の目的 
それゆえ、本研究は、1920 年代フランス

において「前衛音楽」がどのように表象され
ていたのかを明らかにし、その音楽史・文化
史的意義について考察することを目的とす
る。 
西洋音楽史研究において重要なテーマで

あるにもかかわらず、「歴史的前衛音楽」に
関しての先行研究は数少ない。M. Duchesneau
（1997）はフランスにおける前衛音楽を歴史
的に概観した唯一の研究である。彼は 1920 
年代の前衛音楽について、独立音楽協会、ソ
シエテ・トリトン、セレナーデなど音楽協会
の取り組みに焦点を当てて研究している。だ
が申請者は博士論文において、当時前衛音楽
として表象された作品は、こうした音楽協会
よりもむしろ J.ヴィエネル、J.バトリをは
じめとする個人主催の演奏会において頻繁
に取り上げられたこと、スウェーデン・バレ
エ団（1920-25）が前衛を呼び物としていた
ことを明らかにした。それゆえ、Duchesneau 
の扱う音楽協会の演奏会では漏れ落ちてし
まう「前衛音楽」の演奏会が甚だしく多いこ
と、「前衛音楽」の概念整理が曖昧であり、
演奏会プログラムの資料集としての側面が
強いことが問題点として挙げられる。このこ
とから、本研究では①1920 年代フランスの
言説空間において「前衛音楽」として表象さ
れている事例を具体的に検証し、②当時の演
奏会プログラムから前衛の担い手となった
人物・拠点になった場を詳細に調査する必要
がある。 
もうひとつ重要な研究として、 Butler

（2004）を挙げることができる。彼が 20 世
紀初頭の前衛音楽について提示した視点と
して特に注目すべきは①カノン化されたパ
ラダイムの超越、②音楽家が革新者としての
自覚を持っていることの２点であり、本研究
の依拠するところも大きい。だが、概念的に
具体的な裏付けを欠き、取り上げる作品も恣
意的かつ羅列的である。本研究は一次資料に
基づいてこうした視点に具体的例証を提供
することができると考えている。Butler の
提示した２つの視点をふまえ、申請者は次の
ような補足的且つ事例に即した論点を提示
する。①に関してはカノン化されたパラダイ
ムとしての調性にどう向き合うか、新たなる
超越的音楽語法の創出において、同時代の諸
外国、とりわけドイツ・オーストリアにどう
対抗しうるかという問題軸が存在する。この
ことから、カノン化された「ドイツ的調性」
である機能和声の超越と、同時代のオースト
リアにおける無調性に匹敵しうる前衛的音
楽語法として、多調性に可能性が見出されて

いたことを実証する。②に関して、モダン時
代における革新と 1920 年代の前衛との決
定的な違いとして、音楽家が革新者としての
自覚するにとどまらず、言説空間において革
新者としての自身の価値を発信し、西洋音楽
史に正当に位置づけようと自らを歴史化す
る行為が重要であると考える。申請者は博士
論文第 5 章においてこの問題を取り扱った。
1920 年初頭、六人組のうちとりわけミヨー
とオネゲルが多調性による作曲を積極的に
行い、批評活動を通じてその革新性と歴史的
意義をアピールした。このことが注目を集め、
多調性は和声的革新・前衛性の象徴とみなさ
れ、フランス音楽の進歩を顕示するものとし
て評価されており、六人組は前衛音楽の担い
手として評価された。その革新性を批評家た
ちが「フランス音楽史」という文脈で正当化
することで、六人組は音楽家としての評価を
確立したのである。すなわち、「前衛音楽」
をめぐる言説は、作曲家の正当性と深く関わ
る問題でもあった。批評家を巻き込んだ「六
人組」という言説上での一連の振る舞いは、
作曲家自身が自らを歴史化する行為であっ
たことが指摘された。本研究では博士論文の
成果をふまえて、こうした問題が六人組以外
の音楽家にも当てはまる問題であると考え、
こうした「前衛音楽」をめぐる議論が展開さ
れてゆく過程を検証する。 
 

３．研究の方法 
2011 年 4-7 月にかけて研究の基礎的作業

として、先行研究の整理を行う。具体的には 
Duchesneau（1999）に関して批判的精読を行
い、「前衛音楽」演奏会として抜け落ちてい
るものを精査する。Duchesneau はモントリ
オール大学において近現代フランス音楽に
関する共同研究を行っており、その成果が近
日刊行される予定であるため、刊行され次第
参照し、本研究に活用する。また、Butler
（2004）において提示された①カノン化され
たパラダイムの超越、②音楽家の革新者とし
ての自覚、という視点に関して、彼の著作や
他の研究者の先行研究もふまえて批判的考
察を加え、申請者独自の視点を提示する。ま
た、前衛音楽をめぐる言説の背景として、政
治的事情もふまえておかねばならない。これ
に関しては J.Fulcher の研究を参照するが、
彼女は 1920 年代のフランスについて古典主
義・復古主義との関連からしか論じていない
ため、「前衛音楽」に関する視点が抜け落ち
ている原因も究明しながら批判的に参照す
る。 
8 月以降は、本研究の根幹をなす資料調査

を行うための予備的調査を行う。当該年度は
音楽雑誌を中心とした調査を行う。既に博士
論文の成果から、「前衛音楽」の推進に関わ
った音楽雑誌は特定されているが、より包括



 

 

的な調査を行うため、ニュー・グローヴ音楽
事典オンライン版「Periodicals」の項目か
らフランスの音楽雑誌一覧を参照し、当時刊
行されていた音楽雑誌の全体像を把握した
うえで、追加調査の必要性がある資料を選定
する。9-12 月にかけては、国内での資料調
査として、東京芸術大学付属図書館所蔵の
『 Revue muciale 』、 BNF の 電 子 図 書 館 
Gallica から Web 上で参照できる資料とし
て『Ménestrel』の調査を行う。 

2012 年 1 月下旬～2 月初旬にフランスで
の第１回目の資料調査を行う。資料調査から
「前衛音楽」概念について実証的調査を行う。
一次資料として 1920 年代フランスの音楽
雑誌・文芸誌・日刊紙における音楽批評、当
時フランスで刊行された音楽史書を対象と
し、「前衛音楽」がどのように表象されてい
たのかを具体的に検証する。これをふまえて
①「前衛音楽」の表象が同時代の国外の音楽
文化とどのように関連しているのか、②後世
の音楽観・進歩史観にどのような影響を与え
たのかを明らかにするとともに、③文芸・美
術など他分野の芸術における「前衛」とどの
ように相関しているのかを検証し、音楽史・
文化史的意義について考察を行う。 

2012 年度は資料調査の成果をふまえて研
究発表を行い、研究者との議論を通じて考察
を深め、資料の追加調査を行い、研究成果を
とりまとめる。 
 
 
４．研究成果 

2011 年度は調査に先立ち、1920 年にパリ
で結成され前衛を呼び物としたバレエ・スエ
ドワにおける六人組作品に焦点を当て、博士
論文の成果をふまえて紀要論文を執筆した。
1920 年代当時の批評誌における評価軸とし
ては、前衛性および革新性、新しさが注目を
集めており、前衛的な作曲技法としては、具
体的には多調性が議論の的となっていた。こ
うした前衛音楽家としてのイメージは、必ず
しも肯定的なものではなかった。しかし、否
定的な評価をされることは必ずしもデメリ
ットではなく、若手作曲家にとっては、批評
誌において無難に扱われることよりも、多少
の議論を引き起こしても注目を集めること
のほうが、芸術家としての名声を獲得してい
くうえで有利なことであったともいえる。 
調査の過程で、1920 年代フランスの音楽批

評において、前衛をめぐる議論の中心となっ
た人物としてエミール・ヴュイエルモーズの
重要性が浮かび上がった。それゆえ、2013年
2 月パリにおける資料調査では、マーラー音
楽資料館所蔵の Fond Vuillermoz 所収の資料
を調査し、ヴュイエルモーズの音楽批評記事
を収集した。同時にシャルル・ケックラン、
ボリス・ド・シュレゼールら、他の音楽批評

家の批評記事も調査した。これらの調査から、
1920年代フランスにおける「前衛音楽」をめ
ぐる言説の背景には同時代のドイツ・オース
トリアの音楽批評との関係、第一次世界大戦
以前のフランスにおける音楽批評との関連
性について考察する必要があると判断され
た。それゆえ、次年度は 1930 年代以降とい
う申請時の計画を変更し、1910年代における
音楽批評について調査の範囲を広げ、まずは
Revue Musicale S.I.M 誌に焦点を当てて調査
を行い、7 月にパリにおいて開催される
Francophone Music Criticism 定例会議で研
究発表を行った。 ここでは、「前衛音楽」と
いう語の表象について、他国の言説も含めて
考察する必要性が指摘された。同時に、S.I.M
誌の革新的傾向や Revue Musicale(1920- )
との関連性に着目した本研究の意義につい
ては評価された。 
2012年度の後半は、調査対象を広げるので

はなく、前衛音楽に関する批評を積極的に行
った S.I.M.誌と Revue Musicale 誌に焦点を
当て、両誌の関連に焦点を当てて調査分析を
行った。その結果、「前衛」および関連語の
「革新的」、「新しさ」といったキーワードで
語られる音楽については、「多調性」、「無調
性」、「カコフォニー」といった和声的側面か
ら議論されていることが明らかになった。一
方で、理解不可能なもの、批判すべきものと
いう意味合いで、「キュビスム」、「ボルシェ
ヴィズム」「スティル・ボッシュ（ドイツ野
郎の様式）」という語も「前衛音楽」に対し
て頻繁に用いられている。 
こうした価値観は 19 世紀的音楽観を引き

継ぐものではあるが、その背景としては対ド
イツ・オーストリアという視座があるために、
こうした価値観からの議論を戦略的に行う
必要性があったと考えられる。それゆえ、主
としてドイツ・オーストリアの音楽雑誌およ
び音楽史書における「前衛音楽」の表象と比
較しながら、1920 年代フランスにおける「前
衛音楽」の表象についてさらなる考察を深め
ることが今後の課題となる。 
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